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港
新
聞
３
面

０
７
１
５
０
３

口

口

井

奥

■

！

共
に
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

核

兵
器
の
廃
絶

ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
・
地
雷
・
通
常
兵
器
の
増
産

や
誤
用
の
停
止

世
界
の
軍
事

費
の
一
〇

を
国
連
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
達
成
の
た
め
に
使

用

等
を
目
標
に
全
世
界
で
五

千
万
署
名
を
め
ざ
す
。
九
月
二

十
五
日
ま
で
。
主
催
は

（
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
）

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
日
本
で
の
実
施
団
体

は

日
本
委
員
会
青
年

部
会
。
署
名
方
法
な
ど
詳
細
は

立り
っ

正し
ょ

佼う
こ

成
会

う
せ
い

大
阪
教
会
（
西
区

京
町
堀
、

六
四
四
一

六
〇

一
一
、
寄よ

り

青
年
部
長
）
へ
。

■

港
区
民
音
楽
祭

出
演
グ

ル
ー
プ
募
集

音
楽
活
動
を
通

じ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
担
う
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル

ー
プ
の
発
表
・
交
流
の
場
と
し

て
十
一
月
二
十
八
日
に
港
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

第

三
回
港
区
民
音
楽
祭

出
演
グ

ル
ー
プ
を
募
集
。
申
込
資
格
は

区
内
の
コ
ー
ラ
ス
又
は
ゴ
ス
ペ

ル
グ
ル
ー
プ
。
申
込
は
来
館
か

で
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
（

六
五
七
二

〇
〇
二

〇

六
五
七
二

〇
二
七

四
）
へ
。
八
月
二
十
八
日
〆
切
。

■
み
な
と
麻
雀
大
会

八
月
二

日
（
月
）
正
午
か
ら
マ
ー
ジ
ャ

ン
ひ
ろ
（
磯
路
三

二
五

三

二
階
）
で
。
港
区
麻
雀
業
組

合
主
催
で
三
十
四
回
目
。
麻

マ
ー
ジ

雀ャ
ン

は
認
知
症
予
防
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
効
果
と
注
目
。
厚
労
省

認
可
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
正
式

種
目
に
も
。

六
五
七
四

六

六
四
三

６
面
に
関
連
記
事

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月
第

二
・
第
四
土
曜
（
七
月
二
十
四

日
、
八
月
は
七
、
二
十
八
日
）

十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨
院

内
で
。弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一
六
五
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
（
ス
リ
ム
を
つ

く
る
歩
き
方
）

タ
イ
の
エ

イ
ズ
の
子
供
達
に
支
援
を

と

の
日
本
気
道
術
学
会
の
呼
び
か

け
に
区
民
が
来
場
、
正
し
い
歩

き
方
を
学
ん
で
い
る

写
真
。

第
二
十
五
回
は
七
月
二
十
三
日

（
金
）
十
時
半

十
二
時
に
港

区
民
セ
ン
タ
ー
二
階

橘
た
ち
ば
な

の

間
で
。
テ
ー
マ
は

肩
こ
り
を

取
る
立
ち
方
・
歩
き
方
と
ヒ
ッ

プ
ア
ッ
プ

。
紐ひ

も

付
き
ス
ニ
ー

カ
ー
持
参
。
支
援
金
一
口
五
百

円
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三
九

快か
い

生き

堂

堀
川
。

顕
在
化
す
る
石
綿
被
害

国
の
放
置
責
任
は
重
大

（
波
除
・

歳
男
性
）

石い
し

綿わ
た

に
よ
る
中ち

ゅ

皮う
ひ

腫し
ゅ

で
労

災

元
港
湾
労
働
者
（
４
月
号

１
面
）
顕
在
化
す
る
石
綿
被
害

港
区
内
で
も
事
例
相
次
ぐ

（
前
号
１
面
）
と
続
く
石
綿
関

連
の
記
事
に
衝
撃
を
受
け
て
い

ま
す
。
長
年
潜
伏
し
て
い
た
も

の
が
い
よ
い
よ
表
に
出
て
き
た

な
ぁ
と
い
う
感
じ
で
す
。
国
は

早
く
か
ら
（
一
説
で
は
一
九
三

〇
年
代
後
半
か
ら
）
そ
の
危
険

性
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
工
業

材
料
と
し
て
安
価
で
有
用
と
い

う
こ
と
で
九
〇
年
代
ま
で
ま
と

も
な
使
用
規
制
や
安
全
対
策
を

行
な
わ
ず
、
結
果
的
に
膨
大
な

数
の
人
々
に
時
限
爆
弾
の
よ
う

な
恐
ろ
し
い
病
気
を
植
え
付
け

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
港
新
聞

紙
上
の
事
例
は
ほ
ん
の
始
ま
り

だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

記
事
か
ら
石
綿
関
連
の
労
働
者

や
家
族
が
自
分
た
ち
の
労
働
歴

や
健
康
状
態
に
関
心
を
持
ち
、

紙
面
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
医

療
や
生
活
面
で
の
対
策
（
ま
ず

区
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
な
ど
）
を
早
急
に
と
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

辛
い
経
験
を
語
っ
た

中
田
さ
ん
頑
張
れ
！

（
港
晴
・

代
女
性
）

顕
在
化
す
る
石
綿
被
害

の
記
事
（
前
号
１
面
）
の
中
田

鉄
夫
さ
ん
の
姿
勢
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
石
綿
の
た
め
に
健

康
を
害
さ
れ
て
命
さ
え
危
う
い

状
態
に
あ
る
の
に

自
分
の
経

験
が
役
立
て
ば

と
取
材
に
応

じ
、
辛つ

ら

い
体
験
を
語
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
家
族
で

闘
病
の

励
み
に

と
旅
行
し
た
時
の
写

真
に
は
目め

が

頭し
ら

が
熱
く
な
り
、
思

わ
ず

頑
張
っ
て
下
さ
い
！

と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
闘
病
と
裁
判
で
の

ご
健
闘
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
者
の
思
い
熱
く

地
域
新
聞
の
模
範
だ

（
波
除
・
石
塚
俊
樹
）

毎
号
、
広
告
に
至
る
ま
で
隅

か
ら
隅
ま
で
愛
読
し
て
い
ま
す
。

（
前
号
で
は
）オ
ー
ク

が
市
の

土
地
信
託
事
業
で
信
託
銀
行
か

ら
の
配
当
が
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
顕

在
化
す
る
石
綿
被
害
の
記
事
も

編
集
者
の
取
り
組
み
が
熱
く
伝

わ
る
内
容
で
す
。
よ
り
よ
い
港

区
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
の

思
い
が
全
て
の
紙
面
か
ら
伝
わ

り
ま
す
。
地
域
新
聞
は
こ
う
で

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
模

範
の
よ
う
な
編
集
で
す
。
あ
さ

や
け

は
短
い
文
章
の
中
に
時

事
を
つ
い
て
い
て
、
筆
者
の
や

さ
し
い
心
が
潜
ん
で
い
る
名
文

だ
と
毎
号
感
心
し
て
い
ま
す
。

火
造
り

の
技
に
感
動

（
夕
凪
・
元
会
社
員
）

み
な
と
の
技
を
訪
ね
て

火
造
り

（
４
月
号
ま
で
二
回

連
載
）
を
読
ん
で
。
火
造
り

と
い
う
今
で
は
珍
し
く
な
っ
た

特
殊
加
工
技
術
を
守
り
続
け
る

工
場
が
あ
る
こ
と
、
単
品
志
向

の
中
で
受
注
は
絶
え
な
い
こ
と

（
こ
れ
に
は
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
）
、
入
念
の
技
は
三
代
目
へ

継
承
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど

を
知
り
、
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
三
代
目
が
結
婚
を
控

え
て
ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て
お

ら
れ
る
と
い
う
結
び
に
は
温
か

く
爽
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
四
代
目
へ
の
継
承
め
ざ

し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
記
事
に
は
な
り
に

く
い
こ
の
よ
う
な
地
味
な
内
容

を
敢
え
て
取
材
さ
れ
、
港
区
に

も
こ
ん
な
所
が
あ
る
の
だ
と
知

ら
せ
て
く
れ
た
港
新
聞
さ
ん
に

も
感
謝
で
す
。

頭
下
が
る
戦
争
体
験
談

（
池
島
・
女
性
）

毎
号

平
和
の
た
め
戦
争
体

験
語
り
継
ご
う
（
８
面
）を
読

ん
で
い
ま
す
。
大
先
輩
の
方
々

（
今
回

前
号

は
九
十
七
歳

の
方
！
）
が
平
和
な
社
会
を
願

っ
て
苦
し
か
っ
た
思
い
出
を
話

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。
夕
凪
の
男
性
が

癌が
ん

と
闘
い
な
が
ら
遊
歩
道
を
掃そ

う

除じ

し
て
い
る
と
い
う
記
事
（
前

号
４
面
）
も
印
象
に
残
り
ま
し

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

た
。
大
変
な
こ
と
な
の
に
自
分

の
名
も
明
か
さ
ず
、
偉
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

計
量
検
査
所
に
敬
意

（
区
内
・
バ
レ
ー
マ
マ
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
よ
く

港
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
ま
す
が
、
同
じ
建
物
の
中
に

あ
る
大
阪
市
計
量
検
査
所
の
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
気
に
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も

シ
リ
ー

ズ
港
の
仕
事
人

大
阪
市
計
量

検
査
所
職
員

（
５
月
号
ま
で

三
回
連
載
）
を
読
ん
で
仕
事
内

容
が
よ
く
分
か
り
、
そ
の
地
味

な
が
ら
大
切
な
役
割
に
敬
意
を

払
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
目
立
た
な
い
所
で
活
躍
す

る
人
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
紹
介

し
て
下
さ
い
ね
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

楽
し
み
な
が
ら

同
下

が
選
ば
れ
ま
し
た

（
作
品
写
真
は
市
提
供
）
。

表
彰
式
（
六
月
十
七
日
、
市

公
館
）で
感
想
を
訊き

き
ま
し
た
。

★
地
域
も
楽
し
め
る
工
夫

日
交
整
備
工
場
の
作
品
に
は

工
場
の
壁
面
な
ど
を
利
用
し
、

プ
ラ
ン
タ
ー
や
ハ
ン
ギ
ン
グ
な

ど
に
工
夫
と
努
力
が
見
ら
れ

る

と
の
評
価
が
。
前
回
は
初

応
募
で
め
ば
え
賞
。
今
回
が
二

回
目
の
応
募
。
福
田
茂
代
表
は

今
年
は
民
家
の
あ
る
裏
通
り

に
重
点
を
置
き
、
立
体
感
が
出

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
今
後

は
苗な

え

作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
。

ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
同
好
会
の

作
品
に
は

超
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
十
五
人
が
近
隣
の
緑
化
に

も
活
躍
。
地
域
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
玄
関
の
花
壇
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
多
年
草
に
よ

る
植
え
替
え
不
要
の
花
壇
な
ど

環
境
へ
の
配
慮
も
素
晴
ら
し

い

と
の
評
価
。
岩
間
ゆ
り
か

代
表
は

作
品
は
立
体
的
に
見

え
る
よ
う
工
夫
し
、
種
か
ら
育

て
た
花
も
使
い
ま
し
た
。
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
賞
ま
で
頂

き
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す

。

土
橋
さ
ん
の
作
品
に
は

廃

線
跡
を
利
用
し
、
枕ま

く

木ら
ぎ

を
重
ね

て
立
体
感
を
出
し
た
り
白
樺
で

作
っ
た
動
物
を
飾
り
つ
け
た
り
、

優
し
い
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
る

と
の
評
価
。
妻
の
光
代
さ
ん
は

殺
風
景
だ
っ
た
通
学
路
を
少

し
で
も
気
持
ち
良
く
と
始
め
た

こ
と
が
賞
に
つ
な
が
り
、
嬉
し

い
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
ら
ん
ま
ん
市
民
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル

で
の
二
年
連
続
最
優
秀

賞
（
前
号
既
報
）
に
続
く
快
挙
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
民
の

緑
化
意
識
を
高
め
、
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
年
間
を
通
じ
た
緑

化
活
動
の
姿
勢
や
美
し
さ
、
ア

イ
デ
ア
を
競
う
も
の
。
昨
年
十

月

今
年
二
月
に
募
集
が
行
な

わ
れ
、
計
二
十
四
点
が
応
募
。

審
査
の
結
果
、
九
賞
の
う
ち

ほ
の
ぼ
の
賞
（
団
体
）
に

日

交
整
備
工
場
（
三
先
）
の

笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
！

写
真
左

上

が
、
め
ば
え
賞
（
団
体
）

に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
同
好
会

（
弁
天
）
の

エ
コ
ガ
ー
デ
ン

同
中

が
、
め
ば
え
賞
（
個

人
）
に
土ど

橋ば
し

功
さ

い
さ
お

ん
（
福
崎
）

の

廃
線
跡

楽
園
づ
く
り

大
阪
市
主
催
の

第
十
九
回

ひ
と
り
・
ふ
た
り
・
み
ど
りり

緑ょ
っ

花か

コ
ン
ク
ー
ル

で
港
区
の
団

体
・
個
人
が
昨
年
に
続
い
て
最

多
の
三
賞
を
受
け
、
活
動
水
準

の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

は

受賞を喜ぶ港区の関係者（受賞者は賞状を持つ前列の
３人。左から岩間さん、福田さん、土橋さん） ６月
日、表彰式が行なわれた大阪市公館で

港 新 聞地域・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 木曜日地域・催し・読者


